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棚倉陸軍応用練習所動員の福島中学学徒の漫画
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福島の学徒勤労動員の全て



はじめに

チャンスを逃す

アジア・太平洋戦争中の学童・生徒・学生ならびに学校教育についての筆者の関心は、自身がその渦中に置

かれた国民学校初等科在学中のわずかな体験一勤労奉仕①、爆撃と機銃掃射②、学童の集団疎開③、軍隊の学

校駐屯と分散学校④、兄の出征⑤、姉の動員と就職⑥などに関する記'億と印象といった程度のものに過ぎなかっ

た。文末に注記したような詳細を伝聞または文献によって知ったのは、後年のことであった。戦後の新制中学

校⑦、高等学校⑧、大学⑨、そして教員生活の第一歩となった学法石川高等学校⑩など、その時々にも追体験

の機会があったのだが、筆者の関心の薄さから、ほとんど感得することができなかった。

教員生活の大方は社会科「日本史」を担当したのだが、1975年ごろまでは、教材について特に掘り下げるこ

ともなかった。もっとも教科書自体もこの点については十分ではなかった。例えば、『新訂日本史用語集』

(1969.山川出版社)には、「学徒動員」「学徒出陣」「女子挺身隊」などの項目が収載されているものの、『改訂

版詳説日本史』(1969.山川出版社)には、これらについて、本文には記載がなく、脚注で、「また1943(昭和18

年には、在学中の徴兵適齢の学徒を軍に召集し、また学校にのこる学生・生徒も工場に動員して兵器の製作に

従事させた。未婚の女'性も女子挺身隊として工場に動員されるようになった｡」と、補う程度であった。この

傾向は、19991(平成3)年発行の『詳説日本史』でもほぼ同様であった。1998(平成10)年検定の『新日本史』

は、これらの用語と説明を本文の中に取り入れ、大きく改善された。文部省の検定方針の制約を受けていたの

であろうが、各社ともにこのころから、これらの項目を本文に記載するようになった。

調査の動機と目的

さて1978昭和53)年9月に、福島高等学校では、創立八十周年に当たり、『福高八十年史』を刊行した。そ

の編纂の過程で、旧制福島中学校には、永久保存の第一級資料としては、創立以来の「学籍簿」「成績簿」「操

行録」ならびに「除籍簿」が遣されている他、「学校沿革誌」「学校日誌」「教務日誌」「職員会議録」「勤労動

員日誌」の類は全く残されていなかった。福島中学校の勤労動員の全体的な輪郭は、渡辺良雄「職員会議ノー
ときた

卜」の提供を受けて明らかにすることが出来た。横須賀海軍工廠(昭和19年度4学年)については、鴇田完一

｢回想録」により、棚倉応用練習所(いわゆる釜の子)と福島フエ場(昭和20年度3学年)については、同窓生の

座談会などによりおぼろげながら分りかけてきた。福島フエ場動員の宍戸俊哉の「腹が減って我慢できなくて、

発破に使うダイナマイトをかじった。下痢をするけど甘いんですよ｡」という証言が、記憶に生々しかった。

1990平成2)年、福島東高等学校歴史部では、市立第二中学校出身の吉田充の提案により信夫山の福島フ

エ場(中島飛行機武蔵製作所の疎開地下工場)の調査に着手した。そこには、福島中学校生の他に東京帝国大学

工学部建築学科の学生も若松市内の女子挺身隊員も動員されていた。また、後に学徒勤労動員の調査を開始し

てからさらに私立福島電気工業学校(現学法福島高等学校)の生徒も動員されていたことがわかった。

1998年3月に、『地下秘密工場一中島飛行機浅川工場一』(1990)『新聞にみる東京都女子挺身隊の記録』

(1997)の著者斎藤勉氏の紹介で、「神奈川の学徒勤労動員を記録する会」（代表:笹谷幸司)主催の「学徒勤労

動員研究者交流会」に参加した。そこでは、神奈川県が、県内ばかりでなく、関東・甲信越ならびに北海道・

東北からの動員状況を調査の対象にしていた。それならば、この際、送出県としても動員状況の全貌を調査し

記録する必要があると痛感した。動員状況の掘り起こしは、取りも直さず戦時下の教育の実体を明らかにする

ことであり、動員体験世代の少年少女たちの青春にスポットを当てることにもなるであろうと、考えた。この

調査は、動員体験世代の高齢化を考えると、今を置いて他にないと、考えた。

調査の方法

1998年7月に、県内旧制中等学校専門学校等への文書による照会を行い、8月に、神奈川の記録する会の呼

びかけによる「福島の集い」を福島市内で開催した。同会の席上、筆者が提案して「福島の学徒勤労動員を記

録する会」を発足させた。当日参加した13人の多くは、戦後教壇に立って教鞭を取られた動員体験世代の方た
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ちであった。1999年7月に、神奈川の学徒勤労動員を記録する会編『学徒勤労動員の記録一戦争の中の少年少

女一』が公にされた。その都度、地元の新聞・テレビ各社が記事にして会の活動を紹介してくれた。その記事

に目を留めた茨城県の西村淳氏から、発刊間もない福間敏矩著『集成学徒勤労動員』(2002)を紹介された。

またご遺族から故荒川信吉『女子学徒動員』（ファイル)の提供を受けた。近時、菅野与氏より提供された大

日本教育会編『学徒動員の要領』(1944)、福間敏矩著『学徒動員・学徒出陣』など貴重な第一級資料に加えて、

公文書・記念誌、体験世代の配付物・書類・日記・文集・写真など公私にわたる資料提供とアンケート．聞き

取りなど多くの方たちのご協力を得た。記録が散逸・隠滅したところは、いきおい歴史学のオーソドックスな

手法を補うべく座談会やインタビューなどの手法によった。

調査の対象

当初は、専門学校・師範学校・中学校・実業学校・高等女学校などを範囲として考えていたが、国民学校高

等科をも対象に加えた。また、県外の大学・専門学校の学生の中の学校の疎開・工場の疎開に伴う県内への再

動員などをも対象とした。

これまた当初は、学徒勤労動員だけを対象として予定していたが、学校が関与した女子挺身隊をも対象とし

た。

また農学校生徒が動員対象となった「興亜学生勤労奉仕隊」は、1942(昭和17年で3カ月ではあったが、調

査対象に加えた。その結果、およそ判明した学校は、大学4，専門学校6、中等学校等71、国民学校高等科71、

合計152校に及んだ。

【注】

1．国民学校初等科の2，3学年(1943.44年)のころであろう。秋に、沼ノ倉の学校林へ行って上級生が伐採

した松の若木を2，3人で担いだり引きずったりして学校まで運び、冬季間のダルマ・ストーブの燃料にし

た。短く挽いて薪を作るのは、上級生の仕事であった。その学校林に、学校からまだ熟成しない堆肥を芋篭

に入れて背負って行きカボチャやサツマイモを栽培した。また芹ケ沢公園に行き、かつて競馬場の馬場とし

て造成された広場の開墾のための草刈などの作業を行った。開墾は、上級生がおこなった。夏休みには、町

内の養蚕農家を訪ねて、桑の枝を出して貰い、庭先や路地に細い杭を二本立てて桑の皮扱きをした。

2.1945年4月12日の郡山空襲は、登校日の日中で、学校の避難所＝城山の中腹の百花園に非難し、そこから

爆撃機B29や戦闘機グラマンが、西方の安積盆地に急降下して行くのを眺めていた。同年8月10日の郡山空

雲の時に、至近距離に爆弾が投下され、近所の住宅が機銃掃射を受けた。夏休みの日中だったので、隣組の

防空壕に避難し、その状況を目近に目撃した。

3．初等科3学年(1944年)の2学期から東京都荒川区真土国民学校の学童(8月22日)40名、中野区江古田国民

学校の学童（9月3日)162名が集団疎開してきた。それで午前(地元の学童)、午後(集団疎開学童)の二部授

業となった。帰京したのは、終戦後の10月28日であった。班編成の集団登下校時にすれ違うだけで、それ以

上の交流はなかった。学年は不明である。

4.1945年3月27日に、歩兵第155連隊(伝3375部隊)の先遣部隊が駐屯し、5月10日に連隊本部が置かれた。

そのため各町内・方部別に、寺院の本堂・書院や神社の拝殿を教場とする分散学校を開設した。ただし何時

から始業したか不明である。

5.1943年9月25日、修業年限短縮令(勅令)によって、大学を6カ月繰上げ卒業となり、10月初めに若松第129

連隊に入隊した。

6．尋常高等小学校の高等科を卒業した当時は、町内の商店に就職したが、間もなく家庭の事1情で、退職し、

裁縫を修業していた。そのため1944年に女子勤労報国隊員として郡山の大日本製糸に動員された。数カ月で

解除になると、町内の郵便局に勤務した。ついで1945年には、一時、監視哨に勤め、さらに東京理化という

疎開軍事工場の事務所に就職し、1947年春ごろまで勤務した。

7．新制中学校の校舎は、精密工場という疎開軍事工場となっていた製糸会社「三盛社」のあとであった。ま
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た教科書なしで、板書だけで「日本史」を教えてくれた、和服に草履履きの岩谷卯忠先生は、疎開軍事工場

「東京理化」とともに疎開してきた方であった。数学の星留由先生は、旧制田村中学呉羽・加里動員学徒の

指導に当られた方であった。

8．高等学校の社会科「日本史」の二人目の担当は、1945年5月に、東京から疎開してきた佐久間康雄先生で

あった。理科「化学」担当の伴野恒先生は、戦時下の|日制中学校に在勤して、学徒隊の引率指導に当った

方であった。

9．大学時代には、研究室の助手として中島飛行機伊勢崎工場に動員された学徒隊を指導引率された高橋富雄

先生の「日本史」「日本史購読」を受講した。

10.学校は、戦時中に陸軍第八研究所や理化学研究所が置かれたところであった。また杉本儀蔵教頭は、保土

ケ谷化学動員中の郡山空襲で、被爆死した安積中学校杉本畔の父君であった。

凡 仮

1．本書は、福島県の学徒勤労動員の全てを明らかにすることを目指した。

2．本書では、県内設置の官公私立の専門学校、中等学校、国民学校高等科を対象とした。

3．本書では、高等女学校の過年度卒業生をもって学校あるいは同窓会が編成した女子挺身隊をも対象と

した。その際、自治体などが召集、編成した女子挺身隊並びに女子勤労報国隊などについては取り上げ

なかった。

4．学校の名称については、本題に関わる時期に中等学校から専門学校に昇格した学校(福島師範学校)や

制度的に名称変更があった学校(福島経済専門学校)もあり、事件が1943年から1945年にまたがる関係か

ら一々書き分けることをしなかった。特に商業学校の工業化や実科女学校の高等女学校昇格など書き分

けが困難なため一律に高等女学校と記したが、整合性に欠けるところもあった。例えば、1943年2月現

在で、高等女学校は、福島、会津、磐城、安積、相馬、白河、喜多方、福島:第二、平、郡山、若松の11

校で、のち本宮、川俣、二本松、坂下、梁川、須賀川、三春、石川、棚倉、‘原町、保原、浪江、飯坂、

小名浜、桑折、猪苗代、瀬上、植田。湯本、喜多方(後に喜多方高等女学校に合併になる耶麻実科)の20

校が加わった。

5．表記については、文書等は、カタカナ交じりの旧仮名遣いとした。当時の学徒の記録(日記、手紙)等

は、旧仮名遣いのままとし方言・なまり・個性的な言い回しなども明らかな誤りを除いてはそのままと

した。旧漢字は出来るだけ常用漢字に改めたが、熟語や修辞については、そのままとした。また漢字制

限の結果生じた代用文字や漢字カナの交じり書きは用いなかった。

6．本書中の法令・通牒・通達等については、学校史・記念誌・自治体史等の記述に頼らず、専ら福間敏

矩著『集成学徒勤労動員』によった。
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